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西北海道・胆振地方の森林内における
エゾシカ生息密度
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Population density of forest inhabiting Ezo sika deer 

(Cervus nippon yesoensis) in lburi district， western Hokkaido 
by 
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要 t::. 
目

北海道の胆振地方におけるエゾシカ (Cervusnippon yesoensis)の生息密度を推定した。苫小牧市北部の

北海道大学苫小牧研究林(苫小牧研究林).林野庁胆振東部森林管理署苫小牧部内(苫小牧国有林)および糸井

部内(糸井国有林)の 3ヶ所の森林内に15.8kmから25.1kmのセンサスルートを設定した。 2001年11月に各調査

地5回ずつ夜間にライトセンサスを行い，発見したシカの頭数・場所・センサスルートからの距離を記録した。

その結果， シカを合計37回，のべ79頭を確認した。シカは同じ場所で繰り返し見つかる傾向にあった。

Bookhout(1994)の生息密度の推定法に従って，シカの生息密度を算出したところ，苫小牧研究林では3.8::t3.4

頭/km'，苫小牧国有林では3.4::t1.5頭/km九糸井国有林では1.9::t1.5頭/km'. これらの地域全体では3.0::t2.3 

頭/km'と推定された。調査地間で生息密度に有意な差はなかった。また，センサスルートlOkmあたりのシカ

の発見数(生息密度指数)は苫小牧研究林では3.4土3.1頭，苫小牧国有林では3.0::t1.3頭，糸井国有林では1.7::t

1.4頭，地域全体としては2.7::t2.1頭となった。生息密度指数は生息密度の約90%の値を示した。

キーワード:エゾシカ，生息密度，森林，胆振地方，ライトセンサス
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はじめに

北海道のエゾシカ (Cervusnippon yesoensis)は

1880年頃と1905年頃の 2度にわたって絶滅の危機に

瀕したと考えられている(藤原，1985)01950年代以降，

北海道東部(道東)では農林産物に対する被害が報告

され始め(藤原，1985)，個体群が回復してきたことが

解っている(梶ら，1998など〕。これに対し胆振地方で

は， 1880年までは大きな個体群が分布していたと考え

られるが(藤原，1985;俵，1990など)，その個体群の回

復は道東と比べるとかなり遅れていた。1980年代にな

り，胆振地方においてシカの農作物被害が問題化し

(北海道，資料)，個体群が回復基調にあることが示唆

されるようになってきた。胆振地方の環境条件はエゾ

シカの生息に比較的適していることが示されており

(Kaji， et al.， 2000)，道東と同じような経過で個体群

が回復してし、く可能性はある。

エゾシカの生態に関しては， シカが高密度に生息

している道東や洞爺湖中島なとにおいて多岐にわたる

研究が行われてきた(北海道環境科学研究センターら，

2001 ;字野ら，1998;寺津，1999: Yokoyama et al.， 

2000 ; Uno & Kaji， 2000 ; Kaji， et al， 1991など)。そ

の一方で，他の地域における研究は限られたものとなっ

ている。そのため低密度状態あるいは中 ・高密度に移

行する過程のシカの生態に関する情報は不足している。

しかし， 二ノカ個体群の動態を包括的に理解するために

は，こうした状態における知見が必要である。胆振地

方の個体群は先述のように低密度あるいは地加初期に

あると推量されるので，その個体群からもたらされる

情報はシカの個体群動態の解明に貢献することが期待

される。そこで本研究では、胆振地方におけるシカ個

体群の基礎的な情報である ν力の生息密度を明らかに

することにした。シカの生息密度には農耕地の存在や

狩猟圧が影響することが示唆されている(梶， 1981 ; 

高槻， 2001など)。 しかしながら，それらの要因が生

息密度に与える程度は農耕地の分布や質， シカの農作

物依存度，狩猟圧のかけ方などにより異なると考えら

れ，またそのメカニズムも良く分かっているとはいえ

なL、。したがって，今回はこれらの影響を考慮する必

要性が少ない，近隣に農耕地がなく，狩猟が禁止され

ている苫小牧市北部の森林を調査地域とした。

方法

調査は北海道胆振地方の苫小牧市北部に位置する

北海道大学苫小牧研究林(苫小牧研究林)，林野庁胆

振東部森林管理署苫小牧部内(苫小牧国有林)および

糸井部内(糸井国有林)の3ヶ所で行った(図 1)。こ

れらの森林は互いに隣接しているが，苫小牧国有林と

糸井国有林は国道276号線で分断されている。なお，

この3調査地の周囲は苫小牧研究林南側の一部を除き，

国有林 ・民有林なとの森林に固まれている。苫小牧研

究林は人工針葉樹林が約3害1)，広葉樹林が約7害1)，苫

小牧国有林と糸井国有林はそれぞれ人工針葉樹林が約

6害1)，広葉樹林が約4害1)で構成されている。また，調

査時点で苫小牧研究林は鳥獣保護区に，苫小牧国有林

と糸井国有林は休猟区に設定されており，狩猟は禁止

されていた。なお，3つの調査地近辺に農耕地はほと

んとなかった。

苫小牧研究林 ・苫小牧国有林 ・糸井国有林それぞ

れの林道に15.8km(標高30-90m)，25.1km (標高30

120m)， 16.5km (標高30-180m)のセンサスルートを

設定した(図 1)。日没後， 自動車でセンサスノレート

をlOkm/hr前後で走行し，車のヘッドライト及び2，3

個のサーチライトを森林内に照射して， シカおよび他

の晴乳動物の発見に努めた。ただし，糸井国有林につ

いては 1回だけ一部のルート (0.2km)を調査しなかっ

た(表 1)。動物を発見した場合には，その時刻と場

所，頭数，性・ 年齢を可能な限り記録した。また，発

見した動物のセンサスノレートからの距離を目測で測定

した。調査は2001年11月8日から26日までの聞に，各

調査地5晩ずつ行った。調査時間帯は16時39分-20時

17分で， 1晩の調査時間は 1時間37分-2時間49分で

あった。調査中の天候は晴れまたは曇りで，降雨・降

雪はほとんどなく，気温は 5-8度であった。また，

調査地域に積雪はほとんどなかった。

.... 

図1 調査地の概要
太線がセンサスノレート を示す。



傾向にあると考えられた。

発見したのべ79頭のシカのうち77頭について，セ

ンサスノレート からシカまでの距離xを計測できた(図

2)0 xの最小値はom，最大値wは120mであった。
今回はデータ数が少なかったこと， 3調査地ともに近

似した森林環境であることから，全てのデータをあわ

せて調査地共通のg(x)を算出した。発見頭数gを指数

変換して xとの回帰直線を求めることにより

(r=0.96， p<0.05， n= 4)，次の回帰関数がもとめら

れた(図 2)。

g(x) =e'叫刷 …・…・(2 ) 

ここで、x=0， w=120であるので，g( 0) =69.28お

よひ"f ;"'g(x)dx=3117.69となる。

そこで， シカの総発見頭数nとセンサスルート距

離L(m)を(1)式に代入し，シカ生息密度を求め、 1

km'あたりの値で表した(表1)。各調査地のシカ生息

密度の平均(:tSD)は苫小牧研究林が3.8(:t3.4)頭/k

m'，苫小牧国有林が3.4(士1.5)頭/km九 糸井国有林

が1.9(士1.5)頭/km'となった。調査地聞の生息密度

には有意な差はなかった (Kruskal-Wallistest， 

t=2.0， ns)。また，調査地全体での生息密度は3.0(:t

2.3)頭/km'と推定された。一方，生息密度指数の平

均(:tSD)は苫小牧研究林が3.4(:t3.1)頭/10km，苫

小牧国有林が3.0(:t1.3)頭/10km，糸井国有林が1.7

(:t 1.4)頭/10km，調査地全体では2.7(:t2.1)頭/lOk

mとなった(表 1)。生息密度指数は生息密度の約90

%の値を示した。
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生息密度はBookhoutCl994)に基つ、き推定した。

まず，発見した動物のセンサスノレートからの距離xと

発見頭数gの関係を求めた。動物の発見効率は一般に

Xの増加に伴い指数関数的に減少すると期待されるの

で (Gateset a1.， 1968)， gをxの指数関数g(x)で回帰

した。得られたg(x)から生息密度Dは以下の式で求め

られる (Bookhout，1994)。

n g( 0) 

2 L f ;g(x)dx 
)
 
-(
 

• • • 

ここでnは総発見頭数 wは実際に観察されたXの最

大値， Lはセンサスルートの距離である。なお，セン

サスノレート10kmあたりのシカの発見頭数がエゾシ力

の生息密度指数として用いられることも多いので(梶 ・

富沢，1993;梶ら.1998など)，これも算出した。

D= 

結果

シカ生息密度

3調査地あわせて15晩の調査でシカを37回，のべ

79頭を確認した(表 1)。シカは各調査地の特定の地

点、(半径約200m以内)で見つかることが多かった。苫

小牧研究林での14回 (27頭)のうち 7回Cl8頭)が3

地点で，苫小牧国有林での18回 (38頭)のうち12回

(31頭)が4地点で，糸井国有林での 5回Cl4頭)のう

ち4回 (13頭)が l地点で，それぞれ複数回確認され

た。このことから， シカは比較的同じ場所に滞在する

その他の晴乳動物

3つの調査地でシカ以外の晴乳類を22回，のべ23

頭を確認した。ただし，その中で種が同定できたのは

全体の57%であった。同定できたものの中ではエゾタ

各調査地におけるシカ発見頭数および生息密度

生息密度生息密度指数
発見頭数発見回数頭/km' 頭/10km
o 0 0.0 0.0 
6 4 4.2 3.8 
13 6 9.1 8.2 
3 2.1 1.9 
5 3  3.5 3.2 

3.8:t3.4 3.4:t3.1 

調査地 調査日

苫小牧研究林 11/16
11/19 
11/21 
11/25 
11/26 

表1

国

調

却
額
冨
岡
闘
車

40 
2.8 
3.2 
1.6 
5.2 
2.4 
3.0:t1.3 

3 3.1 
5 3.5 
1.8 

6 5.8 
2.7 

3.4土1.5

7
8
4
3
6
 

1
 

平均:tSD

苫小牧国有林 11/8
11/9 
11/11 
11/12 
11/13 

10 0.0 
3.0 
1.8 
3.0 
0.6 
1.7:t1.4 

o 0.0 
2 3.4 
2.0 
3.4 
0.7 
1.9土1.5

0

5
3

5
1
 

11/14 * 
11/15 
11/17 
11/20 
11/24 

平均:tSD

糸井国有林

。

発見頭数とセンサスルートからの距離の関係
実線は指数関数での回帰曲線を表す。

図2
平均:tSD

*センサスノレートの0.2km区間を調査しなかった。
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ヌキ(Nyctereutesprocyonoides albus)が最も多く る影響を把握するには，生息密度を把握すると同時に，

( 6頭)，ついでキタキツネ (Vulpesvulpes schrencki 他の要因についても解明していく必要がある。

: 3頭)とテン (Martessp.: 3頭)，エゾモモンガ

(Pteromys volans: 1頭)の順であった。発見した動 謝辞

物のセンサスルートからの距離はo-40m (n=17) 本調査を行うにあたっては林野庁胆振東部森林管

であったが，その71%は20m以内だった。 理署より入林許可を得た。また，本研究の一部は2001

年度の北海道大学北方生物圏フィールド科学センタ一

考察 森林圏ステーション試験課題「エゾシカ個体群の長期

Bookhout (1994)や梶・富沢(1993)により生息 動態調査(苫ー生-06)Jとして行った。

密度あるいは生息密度指数をもとめる場合，森林内で

の動物の発見しやすさは場所によらず一定であること

が期待されている。もし，地形や植生により見えやす

さが異なるのであれば，各地形・植生ごとに発見効率

を補正する必要がある。しかしながら，今回は十分な

データ数が得られなかったのでその補正は行わなかっ

た。より精度の高い推定を行うためには地形・植生ご

とのデータを蓄積し，補正を加える必要があろう。ま

た，発見動物のセンサスルートからの距離Xと発見頭

数gの関数を得る場合にも(図 2)，xの階級値の幅の

とり方によって推定生息密度がある程度変化してしま

う。従って，今回得られた値には観察上の誤差と手法

上の誤差が伴っていることを認識しておく必要がある。

今回の調査から，胆振地方の狩猟圧がかかってい

ない森林におけるシカの推定生息密度は約3.0顕/

km九生息密度指数は約2.7頭/lOkmと推定された。

岡田ら(1997)や北海道環境科学研究センターら(2001)

はエゾシカが森林構造に影響を与えはじめる生息密度

は15頭/km九生息密度指数は20頭/lOkmを目安と

している。これらの値と比べると，胆振地方の森林で

はシカの影響は懸念されないレベルであると考えられ

る。しかしながら，苫小牧研究林では本調査時点より

も生息密度がかなり低かったと推定される1996年頃か

ら， ツリパナ (Euonymusoxyphyllus)・アオダモ

(Fraxinus sieboldiana)など，いくつかの種につL、て

シカが集中的に樹皮食いを行うようになり，そのため

に枯死する個体が見られるようになっている(揚妻ら，

未発表資料)。従って，ごく低密度であっても森林構

成種の個体比率や材積比率などが変わり，森林構造の

改変が起きている可能性がある。一般にはシカの森林

への影響はシカの生息密度依存的に発生するものと認

識されているが(油井・石井，1994:辻岡，1999:小金

沢，1998:三浦，1999など)，生息密度と森林に対する

影響の大きさとが対応しない事例も報告されている

(Mupemo， 1999;揚妻，2002など)。シカが森林に与え
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Summary 

Population density of Ezo sika deer (Cervus nippon yesoensωin Iburi district (N420， E141o)， western Hokkaido was 

investigated by route census using beam lights in nights. We established 3 study s町veyroutes: Tomakomai Experimental 

Forest ofHokkaido University (TOEF)， Tomakomai National Forest (NFTO) and Itoi National Forest (NFIT)， having 

15.8km・25.1kmofcensus roads wi也inforests. The census was conducted in each route after dawn for 1.6・2.8hour百over

5 nights in November 2001. Following Bookhout Cl994)， we estimated the pop叫ationdensities of deer in study sites. 
Mean (士SD)estimated de釘 densitiesin TOEF， NFTO and NFIT were 3.8 (士3.4)hd/km'， 3.4 (士1.5)hd/km' and 

1.9 (:t 1.5) hd/km'， res戸ctively.百 erewere no significant differences in densities among study si回.Mean (:tSD) 

numbers of deer observed per 10km of census road in TOEF， NFTO and NFIT were 3.4 (士3.1)hd，3.0 (士1.3)hd姐 d

1. 7 ( :t 1.4) hd， respectively. 

Key words : Cervus nippon yesoensis， population density， forest， western Ho拙:aido，route census 


